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＜変更前＞ ＜変更後＞
　全体的な編成に関しては、貴専攻の教育目標を踏まえ、「基礎
科目」（９科目）、「専門科目」（19 科目)、「発展科目」（40
科目）に区分した合計 68 科目にわたる３つの科目群を設定し、
社会人学生の多様なニーズに対応し、学生が希求するプロフェッ
ション領域に応じた基礎力・専門力・高度な応用展開力の具備を
可能とする体系的・段階的な学習が施せるように配慮されてい
る。また、体系的・段階的学習の到達点として「プロジェクト研
究」と「ソリューションレポート」が位置づけられており、レベ
ル検証が可能な教育課程が編成されている。
　ただし、提供する科目として、最小限必要な科目は備わってい
るものの、基礎科目あるいは専門科目の一部において、ビジネス
に必要な組織論・人的資源あるいは生産といった分野について、
今後より一層、整備していくことが望まれる。
　国際的視野の涵養に関しては、基礎科目の「企業の社会的・国
際的役割」において、取り組んでいる。また、そのほかの多くの
関連科目の中に倫理観および国際性涵養の視点を盛り込むことで
対応しており、教育による国際的素養の涵養については、学生自
身が自立した人格と広い知見の形成に基礎をおくプロフェッショ
ナルとしての自覚を有しているという前提条件を備えたうえで、
国際要素を含む具体的事例やテーマについて多面的な視点を学ぶ
ことにより初めて可能となるものである。その点において貴専攻
の取り組みは、適切なものとなっている。今後は、志願者数の低
下および定員割れという状況の改善のため、強い危機意識を持っ
て、さらに魅力あるカリキュラムを提供する必要がある。

経営系専門職大学院基準
の大項目

経営系専門職大学院基準の評価の視点

教育課程又は教員組織に関する重要な変更に対する評価結果への付記事項

付記事項

　＜変更前＞と同じ
　2009（平成21）年秋学期より英語のみで授業を行うグローバル
ＭＢＡコースを開設し、2012（平成24）年度より、履修方法は、
グローバルＭＢＡコース科目中、CORE18単位以上およびGLOBAL
INTENSIVEから４単位以上履修し、Project and Solution
ResearchⅠ・Ⅱを含めて、46単位以上履修することとなった。ま
た、International Alliance Scheme Subjects１～４を履修する
場合、10単位まで課程修了に必要な単位数に含めることができる
こととなった。ただし、International Alliance Scheme
Subjects１～４の履修については、指導教員の承認を得ることと
なっている。なお、ＭＢＡコース科目を履修する場合、10単位ま
で課程修了に必要な単位数に含めることが可能であり、ＭＢＡ
コース科目の履修については、担当教員の承認を得ることとなっ
ている。外国人留学生については、日本語・日本文化教育科目を
履修することができることとなっているが、課程修了に必要な単
位数には含めないこととしている。

２ 教育の内容・
方法・成果

【教育課程の編成】
2-9　専門職学位課程制度の目的なら
びに当該経営系専門職大学院固有の目
的を達成するためにふさわしい授業科
目が開設されているか。(「専門職」
第６条)


